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〔　要　　約　〕
　山形県内の幼稚園、認定こども園に在籍する子どもの生活について、保護者を対象にアンケート調査
を実施し、536名から回答を得た。主な結果は以下のようなものであった。
（1） 夜尿や夜間就寝中のおむつ着用のある子どもの比率は年齢と共に低下し、年長児において夜尿がみ
られる比率は16.2％、おむつを着用している比率は3.9％であった。また、年齢にかかわらず、砂遊び
や泥遊びといった外遊びに日常的に触れていることが示された。
（2） いびき、無呼吸、寝起き、鼻づまり、日中の眠気、口あき、食事・ミルク飲みに関する質問の間に、
有意な正の11相関が認められた。
（3）日中に眠そうな様子が見られるとされる幼稚園年少児の比率が、認定こども園年少児の比率より特
に高かった。また、認定こども園の子どもの就寝時刻の方が幼稚園の子どもより遅かった。
Ⅰ．問題と目的
子どもの育ちに関する実態は、子どもの育つ時代の
特徴や環境の変化とは無関係ではなく、それらに応じ
て変わっていくものである。これまで実施された調査
からは、最近の子どもの育ちにおける様相や留意点が
様々に示されている。
例えば、「オムツをしないで寝る」４歳児は2005年
の調査時には81.1％が達成していたのに対し2010年の
調査時には70.9％となり、５年間で10.2％も下がって
しまったと指摘されている。また、それと同時に「オ
ムツをしないで寝る」６歳児の比率は、88.3％と報告
されている１）。
幼児の生活の夜型化については、1990年、2000年に
実施された調査において、22時以降に就寝する子ども
の比率が、１歳６ヵ月児で38％、55％、２歳児で41％、
59％、３歳児で36％、52％、４歳児で23％、39％、５
～６歳児で17％、40％という結果が得られ、その進行
が示されることとなったが、2010年時の調査において
は、それぞれの比率が30％、35％、31％、26％、25％
と減少傾向となったことも報じられている２）。一方、
2005年と2010年に実施された調査の結果を比較し、５
年間で、「さらに家を出る時刻が早まり、家に帰る時
刻が遅くなっていることから考えても、子どもよりも
大人中心の生活リズムへの移行が進んでおり、特に保
育園児を持つ家庭に関してはその傾向が顕著であるの
かもしれない」との指摘もなされている１）。
遊びの内容としては、2000年、2010年に実施された
調査の結果から、２歳以上の幼児において、ごっこ
遊び65％、68％、お絵かき・粘土・ブロックなどの造
形遊び62％、75％、ボール・すべり台などの運動遊び
59％、59％、絵本31％、56％、テレビ・ビデオ26％、
51％、自転車・三輪車など54％、43％、テレビゲーム
11％、17％の順に多く、造形遊びや絵本とともにテレ
ビ・ビデオやテレビゲームの比率が2000年時より2010
年時に大きく増加していることが示されている２）。
また、健康面においても様々な指摘があるが、例え
ば、１歳～３歳児の父母を対象にした調査において、
持病や大病・入院・手術経験がない子どもの場合でも、
36.1％の子どもに救急外来の利用があったとの報告も
あり３）、保育や子育てに関わる課題は様々な領域に広
がっていることが窺われる。
様々な面について報じられる現況や課題から現代社
会で生まれ育っていく子どもの姿を捉え、その実態を
踏まえて保育や子育てを行うことは、いかなる立場に
あっても子どもに接する場合には重要なことである。
そこで、今後のより望ましい保育や子育てを希求する
保育者や保護者への情報発信に繋がることを期し、本
研究においては、山形県内の保育施設の在籍児を対象
に、その生活面の実態把握を試みる。
Ⅱ．方法
対象者
山形県内の幼稚園４園、認定こども園１園併せて５
園の在籍児の保護者を対象として、アンケート調査を
実施した。583名にアンケート用紙を配布し、配布さ
れたアンケート用紙のうち、536名分を回収した。回
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収率は92.1％であった。回答者の子どもの通園施設種
別、年齢毎の人数は、幼稚園が450名（年長153名、年
中147名、年少110名、３歳未満40名）、認定こども園
が86名（年長１名、年中11名、年少16名、３歳未満58
名）である。なお、ここでいう年齢毎とは、暦年齢で
はなく対象児が所属しているクラス毎に区分したもの
である。年長、年中、年少はそれぞれ年長児クラス、
年中児クラス、年少児クラスに在籍している子どもを
意味し、３歳未満は、幼稚園においては２歳児クラス
に在籍する子ども、認定こども園においては年少児ク
ラスより低年齢児のクラスに在籍する子どもを意味す
る。
手続き
調査では、アンケート用紙が各園の担任保育者から
保護者に配布され、保護者が家庭で記入した回答用紙
は園児を通して回収された。アンケート用紙の配布は、
平成26年１月30日から２月４日の間に実施され、回収
は平成26年２月６日から２月12日までの間に実施され
た。なお、分析結果の公表については予めその旨を記
載し、了承を得た上で回答を得た。
結果の分析の際にはカイ二乗検定、Spearmanの相
関有意性検定を用い、５％水準を基準として有意差が
あるものとした。
質問紙内容
質問紙内容は、以下のとおりである。なお、各質問
項目の質問文の後にカッコ書きで記されている質問名
は、質問紙には記されていない。
お子さまの眠っているときの様子についておたずねし
ます。最近１ヶ月くらいの状態について、当てはまる
番号をひとつ選び、○をつけてください。
問１．お子さまは、いびきをかきますか。
　　　〈いびきに関する質問〉
1. ない
2. ときどき（月に１－３回くらい）ある
3. よく（週に１－３回くらい）ある
4. ほとんど毎晩（週に４回以上）ある
問２．お子さまが眠っている間に、何秒か呼吸が止
まっていることがありますか。
　　　〈無呼吸に関する質問〉
1. ない
2. ときどき（月に１－３回くらい）ある
3. よく（週に１－３回くらい）ある
4. ほとんど毎晩（週に４回以上）ある
問３．お子さまは、夜尿（おねしょ）をしますか。
　　　〈夜尿に関する質問〉
1. ない
2. ときどき（月に１－３回くらい）ある
3. よく（週に１－３回くらい）ある　 
4. ほとんど毎晩（週に４回以上）ある
5. おむつをしている
問４．お子さまの寝起きはどうですか。
　　　〈寝起きに関する質問〉
1. とても良い　　2. どちらかといえば良い
3. どちらかといえば悪い　　4. とても悪い
お子さまの昼間の状態についておたずねします。最近
１ヶ月くらいの状態について、当てはまる番号をひと
つ選び、○をつけてください。
問１．お子さまは昼間、鼻がつまっていますか。
　　　〈鼻づまりに関する質問〉
1. まったくつまっていない
2. 片方ずつつまっている
3. 両方つまってときどき口で呼吸する　 
4. 両方つまってかなりの時間、口で呼吸する
5. １日中完全に両方つまっている
問２．お子さまは昼間、眠そうにしていますか。
☞　例：座ってテレビをみている間にうとうと
している、園から帰ってくると食事の
前や食事中に眠ってしまう、など。
　　　〈眠気に関する質問〉
1. 眠そうな様子は気にならない
2. ときどき眠そうにしている
3. よく眠そうにしている
4. いつも眠そうにしている
問３．お子さまは昼間、何もしていないときよく口が
あいていますか。
　　　〈口あきに関する質問〉
1. まったくあいていない
2. ときどきあいている
3. よくあいている
4. １日中あいている
問４．お子さまが食事をするのにかかる時間、または
ミルクや母乳を飲むのにかかる時間は、同年代の
ほかの子どもたちと比べて、どうですか。
　　〈食事・ミルク飲みに関する質問〉
1. はやい　　　2. ふつう　　　3. おそい
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お子さまの普段の生活についてお聞きします。あては
まるものひとつ選び、○をつけてください。
問１．お子さまの起床時刻は何時ころですか。
　　　〈起床時刻に関する質問〉
1. ６時前　　　　　　2. ６時～６時半
3. ６時半～７時　　　4. ７時～７時半
5. ７時半～８時　　　6. ８時～８時半
7. ８時半～９時　　　8. ９時以降
問２．お子さまの就寝時刻は何時ころですか。
　　　〈就寝時刻に関する質問〉
1. 19時前　　　　　　2. 19時～19時半
3. 19時半～20時　　　4. 20時～20時半
5. 20時半～21時　　　6. 21時～21時半
7. 21時半～22時　　　8. 22時以降
問３．朝食はどのようにとっていますか。
　　　〈朝食摂取に関する質問〉
1. 毎日食べる
2. ときどき食べない（月に１－３回くらい）
3. よく食べない（週に１－３回くらい）　   
4. ほとんど毎日（週に４回以上）食べない
問４．最近１年間を振り返って、外遊びのできる季節
に、お子さまは砂遊びや泥遊びでどの程度遊んで
いましたか。あてはまるものをひとつ選び、○を
つけてください。
　　　〈外遊びに関する質問〉
1. よく遊んでいた（週に２回以上程度）
2. ときどき遊んでいた（週に１回程度）
3. あまり遊んでいなかった
4. まったく遊んでいなかった
Ⅲ．結果と考察
　本調査により得られた結果は以下のとおりである。
各質問項目における結果を、以下に示す。
１．いびきに関する質問について
　いびきに関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE１のとおりである。
FIGURE１より、いびきをまったくかかない子ども
と、頻度に差はあるもののいびきをかく子どもの比率
はほぼ同程度であることが分かる。年齢の違いによる
人数比率の違いは見られない。
２．無呼吸に関する質問について
　無呼吸に関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE２のとおりである。
FIGURE２より、睡眠中に無呼吸になることのある
子どもの比率は10％以下だが、ほとんど毎晩、あるい
は週に１～３回というように無呼吸になることが頻回
にみられる子どもも少数ながらいることが分かる。年
齢による人数比率の違いは見られない。
３．夜尿に関する質問について
　夜尿に関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE３のとおりである。
FIGURE３より、全体では60％近くの子どもが夜尿
及びおむつ着用のない状態となっている。年齢別にみ
ると、年齢によって状況が異なり、年齢が上がるにつ
れて夜尿がみられたりおむつを着用したりする子ど
もの比率が低下している（χ２（12，N＝536）＝193.822, 
p<.01）。また、年長児において、16.2％に夜尿がみら
れ、3.9％がおむつを着用しているが、ほとんど毎晩
夜尿をする比率は1.3％であり、おむつを着用してい
る比率とあわせても5.2％である。この数値は、日本
小児保健協会の調査により得られた、夜尿を毎晩のよFIGURE１　いびきに関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE２　無呼吸に関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE３　夜尿に関する質問における選択肢別人数比率
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うにする５～６歳児の比率である５％２）とほぼ同程
度である。また、2010年の調査において就寝時におむ
つを着用しない４歳児の比率は70.9％、６歳児の比率
は88％であり１）、年齢区分が異なるもののそれぞれの
年齢区分を対応させて比較すると、おむつを着用せず
に就寝している年少児、年中児、年長児の比率はそれ
ぞれ73.0％、87.3％、96.1％、おむつも着用せず夜尿
もない比率はそれぞれ54.0％、70.3％、79.9％という
FIGURE３における結果は、特に問題視すべき発達状
況ではないものと思われる。
４．寝起きに関する質問について
　寝起きに関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE４のとおりである。
　FIGURE４より、約80％の子どもが、寝起きについ
て良いと保護者から捉えられていることが分かる。ま
た、年齢による人数比率の違いは見られない。
５．鼻づまりに関する質問について
　鼻づまりに関する質問における選択肢別の人数比率
は、FIGURE５のとおりである。
　FIGURE５より、約30％の子どもに、程度の差はあ
るものの鼻づまりが見られることが示された。３歳未
満において、鼻づまりが見られる比率が高めだが、有
意差は認められない。
６．眠気に関する質問について
　眠気に関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE６のとおりである。
　FIGURE６において、全体では約60％が眠そうな様
子は気にならないとしているが、年齢によって選択肢
別人数比率が異なっている（χ２（9，N＝536）＝27.017, 
p<.01）。特に年少児において眠そうな様子は気になら
ないとされた比率が低く、44.4％となっている。また、
ときどき眠そうにしている、よく眠そうにしている、
いつも眠そうにしている、といった各選択肢いずれに
おいても年少児の比率の数字が高くなっている。
７．口あきに関する質問について
　口あきに関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE７のとおりである。
　FIGURE７において、程度に差はあるものの口があ
いていると保護者に捉えられている子どもの比率は全
体で約60％であることが示された。選択肢別人数比率
には年齢による有意差は認められない。
８．食事・ミルク飲みに関する質問について
　食事・ミルク飲みに関する質問における選択肢別の
人数比率は、FIGURE８のとおりである。
FIGURE４　寝起きに関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE５　鼻づまりに関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE６　眠気に関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE７　口あきに関する質問における選択肢別人数比率
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　FIGURE８において、おそいと保護者に捉えられて
いる子どもは全体で約20％となっている。年齢別に見
ると、３歳児未満において、おそいと捉えられている
子どもの比率が低い（χ２（6，N＝536）＝13.573, p<.05）。
９．起床時刻に関する質問について
　起床時刻に関する質問における選択肢別の人数比率
は、FIGURE９のとおりである。
　FIGURE９より、全体で半数以上の家庭で７時前に
子どもが起床していることが示された。人数比率にお
いて、年齢による有意差は認められない。
10．就寝時刻に関する質問について
　就寝時刻に関する質問における選択肢別の人数比率
は、FIGURE10のとおりである。
　FIGURE10より、全体で21時～21時半に就寝する子
どもが35.1％、21時半～22時に就寝する子どもが21.3％、
22時以降に就寝する子どもは4.7％である。年齢別の
人数比率は異なっており、有意差が見られる（χ２ （21，
N＝536）＝39.467, p<.01）。年長児においては21時まで
に就寝する子どもの比率が他年齢と比較すると低く、
全体的に就寝時刻が遅めとなっている。また、３歳未
満児においては、21時までに就寝する子どもの比率は
37.7％である一方で、21時半～22時に就寝する子ども
が27.7％、22時以降に就寝する子どもが7.1％と、就寝
時刻の遅い子どもの比率も高くなっている。
11．朝食摂取に関する質問について
　朝食摂取に関する質問における選択肢別の人数比率
は、FIGURE11のとおりである。
　FIGURE11より、全体で約90％の子どもが毎日朝食
を摂っていることが分かる。人数比率において、年齢
による有意差は認められない。
12．外遊びに関する質問について
　外遊びに関する質問における選択肢別の人数比率は、
FIGURE12のとおりである。
　FIGURE12より、全体で約80％の子どもが砂遊びや泥
遊びといった外遊びを、よく或いはときどき行っていた
ということが示された。人数比率において、年齢による
有意差が認められた（χ２（9，N＝536）＝20.886, p<.05）。
３歳未満児においては、よく遊んでいたとされる比率
FIGURE12　外遊びに関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE11　朝食摂取に関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE10　就寝時刻に関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE９　起床時刻に関する質問における選択肢別人数比率
FIGURE８　食事・ミルク飲みに関する
 質問における選択肢別人数比率
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が高めである一方で、まったく遊んでいなかったとさ
れる比率も他の年齢と比較して高めである。年長児に
おいて、よく遊んでいたとされる比率が低くなってお
り、年齢の変化に伴って、遊び方の好みが変化してい
ることが示唆される。また、年齢により比率の違いは
見られるが、まったく遊んでいなかったとされる子ど
もの比率は何れの年齢においても５％未満と低いこと
から、砂遊びや泥遊びといった外遊びが、子どもの日
常的な遊びとして体験されていることが窺われる。
13．各質問間の関係について
　いびき、無呼吸、寝起き、鼻づまり、眠気、口あ
き、食事・ミルク飲みに関する質問における相関係数
を、TABLE１に示す。なお、夜尿に関する質問につ
いては、おむつ着用の子どもの夜尿の程度が得られた
回答から明らかになっていないため質問が順序尺度に
なっていないことから、検討対象から除外した。
　TABLE１より、いびきに関する質問と無呼吸、鼻
づまり、口あきに関する質問の間、無呼吸に関する質
問と鼻づまり、口あきに関する質問の間、寝起きに関
する質問と鼻づまり、食事・ミルク飲みに関する質問
の間、鼻づまりに関する質問と眠気、口あきに関する
質問の間、眠気に関する質問と口あき、食事・ミルク
飲みに関する質問の間に、有意な相関が示された。
14．施設種の違いについて
　子どもの年齢により選択肢別人数比率が異なった質
問のうち、眠気、食事・ミルク飲み、就寝時刻、外遊
びに関する質問と起床時刻、朝食摂取に関する質問の
選択肢別人数比率を、幼稚園と認定こども園各々につ
いて以下に示す。
14－１．眠気に関する質問について
　眠気に関する質問における施設種毎の選択肢別人
数比率はFIGURE13、その比率を３歳未満児、年少児、
年中児毎に示したものはFIGURE14のとおりである
（年長児については、認定こども園の在籍児が１名の
ため除外する）。
　FIGURE13において、眠そうな様子は気にならな
いとされた子どもの比率は、認定こども園の方が高
いという有意差のある傾向が見られた（χ２（3，N＝
536）＝7.648, p=.054）。FIGURE14より、年少児におい
て、選択肢別人数比率が幼稚園と認定こども園で最も
大きく異なっており、眠そうな様子は気にならないと
された子どもの比率は認定こども園では87.5％である
のに対し幼稚園では38.2％であった（χ２（3，N＝126）
＝13.856, p<.01）。このことから、FIGURE６において
認められた傾向は、眠そうな様子は気にならないとさ
れた、認定こども園の年少児の比率の高さによるもの
であるといえよう。また、年中児においても、認定こ
ども園における当該比率は72.7％であるのに対して幼
稚園における当該比率は59.8％と差が見られる。一方、
３歳未満児においては、認定こども園と幼稚園におけ
る当該比率に大きな差は見られない。
FIGURE14　眠気に関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数分布比率
FIGURE13　眠気に関する質問における、施設種毎の選択肢別人数比率
無呼吸 寝起き 鼻づまり 眠気 口あき 食事・ミルク飲み
いびき .283＊＊ .050 .271＊＊ .048 .210＊＊ －.012　
無呼吸 .043 .189＊＊ .020 .115＊＊ .054
寝起き .099＊ .067 .067 .184＊＊
鼻づまり .090＊ .329＊＊ .025
眠気 .130＊＊ .092＊
口あき .034
＊ p<.05  ＊＊ p<.01
TABLE1　いびき、無呼吸、寝起き、鼻づまり、眠気、口あき、食事・ミルク飲みに関する質問間の相関係数
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14－２．食事・ミルク飲みに関する質問について
　食事・ミルク飲みに関する質問における施設種毎の
選択肢別人数比率はFIGURE15、その比率を３歳未満
児、年少児、年中児毎に示したものはFIGURE16のと
おりである（年長児については、認定こども園の在籍
児が１名のため、除外する）。
　FIGURE15より、幼稚園と認定こども園における人
数比率に差は見られない（χ２（2，N＝536）＝4.123, n.s）。
FIGURE16より、３歳未満児はおそいとされる子ども
の比率が幼稚園、認定こども園において同様であるこ
とから、FIGURE８で認められた差は、施設種によら
ない年齢の違いによるものと考えられる。３歳未満児
においては、年齢的に食事ではなく母乳やミルクを飲
む子どもや食事を摂り始めた時期の子どもが含まれて
いるため、一人一人のペースに合わせて母乳やミルク
を飲んだり食事を摂ったりする場面が他の年齢の子ど
もより多く、大勢の他の子どもと比較して遅いと感じ
られる機会が少ないことによるものと思われる。
14－３．起床時刻に関する質問において
　起床時刻に関する質問における施設種毎の選択肢別
人数比率はFIGURE17、その比率を３歳未満児、年少
児、年中児毎に示したものはFIGURE18のとおりであ
る（年長児については、認定こども園の在籍児が１名
のため、除外する）。
　FIGURE17より、幼稚園と認定こども園における人
数比率に差は見られない（χ２（6，N＝536）＝5.719, n.s）。
また、FIGURE18より、８時以降に起床する子どもの
比率は何れの年齢においても低く、遅い時間帯に起床
する傾向は見られない。
14－４．就寝時刻に関する質問について
　就寝時刻に関する質問における施設種毎の選択肢別
人数比率はFIGURE19、その比率を３歳未満児、年少
児、年中児毎に示したものはFIGURE20のとおりであ
る（年長児については、認定こども園の在籍児が１名
のため除外する）。
FIGURE19　就寝時刻に関する質問における、
 施設種毎の選択肢別人数比率
FIGURE18　起床時刻に関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数比率
FIGURE17　起床時刻に関する質問における、
 施設種毎の選択肢別人数比率
FIGURE16　食事・ミルク飲みに関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数比率
FIGURE15　食事・ミルク飲みに関する質問における、
 施設種毎の選択肢別人数比率
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　FIGURE19において幼稚園と認定こども園による
人数比率には有意差が見られ、全体的に認定こども
園の子どもの就寝時刻の方が幼稚園の子どもより遅
めとなっている（χ２（3，N＝536）＝47.071, p<.01）。
FIGURE20において各年齢で施設種毎の人数比率を比
較すると、何れの年齢においても認定こども園の子
どもの就寝時刻の方が遅めであり、22時以降に就寝す
る子どもの比率は、認定こども園において高いこと
が分かる。また、幼稚園の３歳未満児においては20時
～20時半、20時半～21時に就寝する子どもの比率が他
年齢、他施設種の子どもに比べて高く、このことが
FIGURE10の傾向に影響しているものと考えられる。
14－５．朝食摂取に関する質問について
　朝食摂取に関する質問における施設種毎の選択肢別
人数比率はFIGURE21、その比率を３歳未満児、年少
児、年中児毎に示したものはFIGURE22のとおりであ
る（年長児については、認定こども園の在籍児が１名
のため、除外する）。
　FIGURE21より、幼稚園と認定こども園における人
数比率には有意差が見られ、認定こども園の方に朝
食を欠食する傾向が認められた（χ２（3，N＝536）＝
20.234, p<.01）。FIGURE22より、年少児と年中児にお
いて、幼稚園における朝食を毎日食べる比率が認定こ
ども園における比率より高くなっている。
14－６．外遊びに関する質問について
　外遊びに関する質問における施設種毎の選択肢別
人数比率はFIGURE23、その比率を３歳未満児、年少
児、年中児毎に示したものはFIGURE24のとおりであ
る（年長児については、認定こども園の在籍児が１名
のため除外する）。
　FIGURE23より、幼稚園と認定こども園の人数比率
には有意差が見られ、全体的に幼稚園において砂遊び
や泥遊びといった外遊びをしているとされた比率が
高めになっている（χ２（3，N＝536）＝22.085, p<.01）。
FIGURE22　朝食摂取に関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数比率
FIGURE20　就寝時刻に関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数比率
FIGURE24　外遊びに関する質問における、
 施設種・年齢毎の選択肢別人数比率
FIGURE23　外遊びに関する質問における、
 施設種毎の選択肢別人数比率
FIGURE21　朝食摂取に関する質問における、
 施設種毎の選択肢別人数比率
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FIGURE24より、３歳未満児において、幼稚園ではよ
く遊んでいたとされる子どもの比率が高く、認定こど
も園ではまったく遊んでいなかったとされる子どもの
比率が高くなっており、このことが、FIGURE12の傾
向に影響を及ぼしているものと考えられる。また、認
定こども園の３歳未満児には２歳未満児も含まれてお
り、それらの子どもは砂遊びや泥遊びを１人で行うま
で身体面、運動面での発達が及んでいない場合がある
ことから、よく遊んでいたとされる認定こども園の３
歳未満児の比率が低くなっているものと思われる。
Ⅳ．討論
本研究では、幼稚園と認定こども園に在籍する子ど
もの生活状況に関して調査が実施された。得られた結
果から考えられることを述べる。
TABLE１の結果より、いびき、寝起き、無呼吸、
鼻づまり、眠気、口あきの間には有意な正の相関関係
も見られた。特に健康面でリスクの高い無呼吸に関す
る質問は、いびき、鼻づまり、口あきと有意な正の相
関を示しており、口あきに関する質問には、無呼吸に
関する質問のほかにもいびき、鼻づまり、日中の眠気
に関する質問との間にも正の相関が認められた。この
ことから、いびきをかいたり口があいた状態になって
いたりということが、子どもの健康に害を及ぼし得る
無呼吸というリスクと連関のある可能性が考えられる。
また、日中の眠気がある状態、すなわち生活の質が低
下している状態にも関わってくる可能性が考えられる。
子どもの健康状態の変化が生じることは頻回であり、
その変化が急激であったり大きかったりすることも決
して稀なことではない。子どもの発熱や湿疹、様々な
部位の腫れ等々の、変化が大きい急性の容体を目の当
たりにした際の医療機関の急な受診は育児を行う保護
者には生じることだが、日常的な子どもの様子に留意
することが、子どもの健康状態を理解したり医療機
関の受診を前もって検討したりする手掛かりを得るこ
とに繋がり得ることとして期待できるものと思われる。
例えば、いびきのように夜間の就寝中や午睡中に気づ
きやすい症状を把握すること、子どもの様子が比較的
目に入りやすい日中の時間帯に口があいているか否か
といった状況を保育者や保護者が把握することも様々
なリスク回避に繋がることを知り、その意義を意識す
ることで、子どもの保育、育児に反映させていくこと
が期待できるのではないかと思われる。
また、FIGURE14においては、眠そうな様子の程度
について、年少児において、眠そうな様子は気になら
ないとされた子どもの比率が認定こども園の子どもの
方が幼稚園の子どもより高いという有意差が認められ、
年中児においても、年少児ほどの大きな差ではないも
のの同様な傾向が認められた。このような傾向につい
ては、認定こども園、幼稚園双方において午睡の時間
が設けられている３歳未満児においては、眠そうな様
子は気にならないとされる子どもの比率に差が見られ
ないということから、その理由として、認定こども園
と幼稚園における午睡の有無の違いを挙げる可能性が
考えられる。午睡の時間が設けられていない園生活を
送る幼稚園の子どもについて、眠そうな様子は気にな
らないとされた比率は、FIGURE14の年少児、年中児、
FIGURE６の年長児（認定こども園の１名を含む）に
おいて、それぞれ38.2％、59.8％、66.9％である。こ
のことから、同様に午睡のない園生活を送る幼稚園の
子どもでも、眠そうな様子は気にならないとされる比
率は年齢によって異なることが分かる。眠そうな様子
は気にならないとされる比率が、年長になるにつれて
上昇しているという結果は、年少児、年中児、年長児
という年齢の上昇に伴う子どもの体力の向上から、年
長児になると午睡がなくても日中の眠気が感じられる
ことは少なくなるということによるものと考えられる。
従って、得られた結果は、まだ十分な体力が備わって
いない年少児においては、園生活の中で午睡の時間帯
が設けられていない場合には家庭生活の中でその時間
をとることが有意味であることを示唆するものと思わ
れる。
なお、FIGURE13、FIGURE14の年少児、年中児に
おいて、認定こども園の子どもに、眠そうな様子は気
にならないとされる傾向が強く認められたが、その傾
向が、睡眠に対する課題が認められないということを
意味する訳ではない。FIGURE17、FIGURE18におい
て幼稚園と認定こども園の子どもの起床時刻に差は見
られないが、FIGURE19、FIGURE20においては認定
こども園の子どもの就寝時刻が遅めであり、22時以降
に就寝する子どもの比率は、３歳未満児で10.3％、年
少児では25.0％、年中児では27.3％となっている。養
育者の生活リズムは子どもの生活リズムに関わるもの
であり、例えば、起床時刻の早い養育者の子どもにお
いては遅い養育者の子どもより就寝時刻や起床時刻が
早いという関連性の存在については太田から既に指摘
されている４）。本調査においても、認定こども園の保
護者は、父親、母親共に仕事している場合が多く、仕
事から帰宅してから夕食準備をし、夕食を摂り、就寝
準備を行うために就寝時刻が遅くなるという傾向があ
るものと考えられ、そのような保護者の生活様式の影
響により、子どもの就寝時刻が遅くなっている可能性
があるものと思われる。保育施設への登園に間に合わ
せるため、起床時刻の時間帯の範囲は限られたものに
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なりがちである。一方、就寝時刻の時間帯に関しては
各家庭の生活様式によるところが大きいことから、保
護者の就寝時刻を出来る範囲で早目にする、またそれ
が困難な場合には、子どもが早目に就寝出来るような
環境作りをする、といった保護者の配慮が必要とされ
ることが改めて認められたといえよう。
Ⅴ．まとめ
山形県内の保育施設に在籍する子どもの保護者を対
象としたアンケートに対する回答から、子どもの生活
状況の実態についての結果を得た。
全体では60％近くの子どもが夜尿及び就寝時におむ
つ着用のない状態となっている。状況は年齢によって
異なり、年齢が上がるにつれて夜尿がみられたりおむ
つを着用したりする子どもの比率が低下している。年
長児において16.2％に夜尿がみられ、3.9％がおむつを
着用しているが、これまで既に実施されている調査結
果と比較して、発達状況として特に問題が見られる状
況ではない。また、年齢にかかわらず、砂遊びや泥遊
びといった外遊びに日常的に触れている子どもの姿も
窺われた。
いびき、無呼吸、寝起き、鼻づまり、眠気、口あき、
食事・ミルク飲みに関する質問の間に見られた有意な
正の相関関係から、夜間就寝、午睡中にいびきをかい
ていたり日中に口のあいている様子が見られたりと比
較的保育者や保護者が気づきやすい症状が、無呼吸の
ようなリスクの高い症状や子どもの生活の質の低下と
関わる指標になり得ることが窺われた。
眠そうな様子は気にならないとされた子どもの比率
は、幼稚園の子どもより認定こども園の子どもの方が
全体的に高く、特に年少児と年長児にその傾向が強く
認められたことから、保育施設における午睡の有無に
よる影響が考えられ、幼稚園の年少児においては家庭
において午睡をすることが有意味であることが示唆さ
れた。また、認定こども園の子どもの就寝時刻の方が
幼稚園の子どもより遅めであることから、保護者の生
活様式が子どもの生活リズムと関わりを持つ可能性が
改めて認められたものと考えられる。得られた知見を、
より望ましい保育、育児の支援に役立てていきたい。
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SUMMARY
Yuko  OHTA :
The Research on the Actual Conditions of Lives of Children
The purpose of this study was to grasp the actual conditions of lives of children.
The main results were as follows: 1) The percentage of children with bed-wetting or dia-pers during sleeping 
decreased as they grow older. The percentage of children with bed-wetting was 16.2%, and that of children with 
diapers during sleeping was 3.9% in the oldest classes. It was shown that children were familiar with the play with 
mud or sand re-gardless of their age. 2) There were 11 signifi cant correlations between the questions of snore, apnea, 
waking, nasal obstruction, sleep-disturbance, mouth breathing, and eating or milk-drinking. 3) The percentage 
of 3-year-old-children of kindergartens with sleep-disturbance was especially higher than that of center for early 
childhood education and care. The time going to bed of children of center for early childhood education and care was 
later than that of kindergartens.
(Uyo Gakuen College) 
